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ターゲット 
4ビームを時間差 
つけて照射する 

4ビームがプラズマミラーの 
それぞれ違う表面で反射 

ターゲット 
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ターゲットにコントラストが高い 
トレインパルスが集光される 

研究背景 
高速点火核融合において 燃料の加熱に寄与
する高速電子(1MeV以下)を高効率に発生させ

ることは重要である。鍵となる高速電子のス
ケーリングは従来、レーザーの集光強度に依
存するとされてきた。しかしながら、近年、計算
機の進歩によりシミュレーションより、レーザー
のパルス幅に依存した新たなスケーリングが
予測されている。本研究は、このスケーリング
を世界で初めて実験により検証したものである。 
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研究結果 
プラズマミラーの導入によりフットパルスやペデスタルを
除去し、レーザーコントラスト10-11を実現した。パルス
幅1.5psと4psのパルスで実験を行い、パルス幅伸張

に伴う、高速電子の高エネルギー化を観測した。こ
の結果は高速電子の電子温度は集光強度のみならず
パルス幅にも依存することを示唆するもので、高速
点火核融合研究における将来の加熱パルスの設計に
重要な知見である。 
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